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一一課題は どのように作成 していつた らよいか ……

愛知県豊田市立小清水小学校

<研究 テーマとその要旨 >

バズ学習では、準備 ・中″心・確認の 3つ の課題 に より、授業が組み立 て ら

れ、展開 されてい るc課題 によ り児童 に問題意識 を持たせ、それ を解決す る

ことによ り、理解 や思考 を高め、知識 ・能力 を形成 していこ うと している。

まさにバズ学習 を進 める上で、最 も重要な役害」を持 つ と考え られ るこの課題

を私 たらは どのよ うに して作成 し、提示 してい るだろ うか。作成意図 があい

まいで、教材 のね らいだけを考 えて作つたお しつけの課題が多 くはないのか

動 いている子 どもの考 えをつかみ、そこか ら課題 を作成 し、投 げかけていつ

てこそ、意欲的な課題解決の姿勢 も、た しかな理解 も生 まれて くると考 え、

課題 をどの ように作成 するか再検討 することに した。

<研究の概要 >

これまで 、私 たちは次 のような課題作成の観点 をあげてきた。

・  自発性 を促進 す る課題

児童が課題 に意欲的に取 り組 み、生 き生 きと目を輝 かせ、学習 を進め る

場面、そこには児童の自発性が大 きく働いている。 それを支えているもの

は児童 の感情 ・要求 ・関心 0興味 な どである。児童の自発性 を持続 させ う

るよ うな課題 を構成する。

・  未来不確定性 を内包 する課題

児童 に とつて学習 の結果や結論が前 もつてわか りきつていない とぃ ぅこ

とである。児童が既習事項 を想起 した り、問題の取 り扱 い方 を操作 してい

く過程の中か ら、前述 の結論 を自 らが導 き出す ところに学習への感動があ
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るのである。児童が知的作業の中に結論を見 つけ出す ことので きるよ うな課

題構成 を工夫 する。

・  努力 を必要 とす る課題

努力 もな しに解決で きるよ うな課題 では感動 は うすい。感動 は課題解決に

要す る努力に比例 す るものであ る。課題 を前 にして、児童が主観的ではある

が「 ちよつ とむつか しいぞ。で も一生懸命 にやればできるか も・・・・ 」と     慧

い う期待 と、課題 を といてい く過程において努力や工夫が必要であるような

課題を構成 する。

現在 もこうした観点に立 ら、課題 を作成す ることに変わ りはないのだが、

どうした ら、自発情を促進す る課題 、未来不確定性 を内包する課題 、努力 を

必要 とす る課題が うかびあが つて くるのか 、そのね もとをどこに求 めるかが

問題せ なつてきた 。

そこで、次の 2点 か ら考え ることにした。

・  教材解釈か ら (学習のね らいを明確 にふまえ、教材 を構造的 にとらえる。)

・  児童の実態理解か ら (事 前調査、発言 、 ノー ト、行動の記録 な どか ら、考

えや理解のようすをとらえ、個 々の児童が何 に興味、関心 を持 ち、 こだわ り      も

を示 してい るかつかむ。 さらに、それ を学習 に どうかかわ らせてい くかを検

討 す る。 )

後者について、その必要性は感 じてはい るが、いざ課題作成 とな ると前者の     「

立場の色 こい ものになつて しま う。子 どもが課題 を自分の もの と受 け とめて こ

そ、その解決 をめざして行 われ るバ ズ活動 も積極的に進 め られ るのではない力、     :

してみ ると、後者か ら課題 を見つけることが主軸 となり、それ を学習 のね らい      :

に どうせま らせてい くか とい う姿勢で取 り組まな くてはな らないのではないか。     ]

この具体的な実践 を 1年生の国語の学習 か ら見てみよう。

(1)子 どもの ノー トか ら課題 を作成する。

生 き生 きとした形象 を思 いえがきなが ら、文学的教材が読めるよ うにす る

ため、またひ とりひ とりが興味 を持 ち、考 えの足場 を築 くことが できるよ う



にするため、絵本づくりを続けてきた。

その 2冊 目.場面のようすや主人公の気持 ちを多様に想像 しなが ら、話

の筋を読み とることができるようにと願つて計画 した「 かえ るのあおちや

ん 」の学習 。

・  場面構成

① 主人公あおちやんの紹介

② かたつむ りに言われ、自分 も赤いかえるになつてみたいと思 う。

③ 神 様におねがい して赤いかえるに して もらう。

④

⑤

⑥:

第 3場面

ヘ ビに追 われた ところをかたつむ り

神 様 にお願い して、 もとの色 に して

親がえるに事件 のあ らま しを話 す。

に助 けられる。

もらう:

神様やあおちやんは何 と言 つてい るかな (準備課題 )

(絵本のふき出 しに書 いた ことばの出 し合 い をさせ る。 )

神  様 あお ちやん

・  よ うし、赤 いかえるに してやろ う。で も

森 のお くに行つた らヘ ビが出 るよ。

・  ヘ ビに食べ られないよ うに気 をつけるん

だぞ。

0 よかつた。よかつた

やつほう。

・  赤いかえるにしてもら

つたぞ。 うれしいなあ。

・ 神様あ りがとう、ほん

とうにありがとう。

神様 はヘ ビに食べ られ ちや うよと言つて るよ、 それで もあおちやん

は そんなに よろこんでい るの。 (中心課題 )

いいよあおちやん赤いかえるに してあげ

るよ。

色 が きれいだとヘ ビに食べ られ らや うよ。

いいよ、あおちやん もな りたいかい。け

ど、ヘ ビにおそわれ るよ。



浩  「 あお ちやんはすつか りうれ しくな りま した 」と書 いてあるでしよう。

だか ら、神様の言 つた ことあん まり聞いていなかつたん じやあない。

稚  ぼ くたらだつてあ るで しょ う。 うれ しくて しょうがない時、ばん ざい、ば

ん ざいつて言 うか ら聞 こえんのじやあなぃ 。

和  すつか りう準 しくなつて、ヘ ビの ことなんか忘れたのだ と思 います。

すつか りに注 目 し、あお ちやんの気持 ちを考 えなお し、神様、あおちゃんの

ことばは、同時行動 ではないのか と、自分が主人公にな リイメージづくりを

していく。

(2)子 どもた ちによる問題 づ くりか ら課題 を作成 す る

自分が疑間 に思 うこと、不明 な箇所 を追求 してい くもの、あるいは文字 に

表わ されていない行間の意味 をさぐろ うとす るものを「 だれが 」「 ぃっ 」

「 どこで 」「 何 を 」「 どうした 」「 なぜ 」「 どんな 」「 どのよ うに 」などの

問題 の形 にして出 させ、課題化 し、未知の世界 を発見 させた り、原因、結果

理由、意見等 を考えさせてい く。

全文音読 一→ 問題提起 ―→ 問題づ くリー 分類 ・整理 ―→ 課題化

「 おむすびころ りん 」で、ぉ じいさんはおむすびを落 した り、穴 に落 ちた り

してあわてんぼ うとしていたK君は、「 どうしておむすびをひとつの こらず こ

ろが して しまつたの。石 をころがさなかつたの 。 」とぃ ぅ子 ど もたちの作つた

問題か ら、や さしぃお じぃさんの姿 を感 じとつている。また「 どうしてねずみ

がおじぎをした り、 しゃべるの 」という問題 か ら、ねずみ とお じぃ さんの心の

かよい合 いを想像 し、感想 をふ くらめている。

<問 題 点 >

・  準備 ・中心 。確認の課題が 、子 どもた らの問題追求の過程であ りたい。そ

のために子 どもたちの考 えをつかまえようと努力するが、なお もとらえき

れず 、課題の修正 を余儀 なくさせ られ、はいまわ りの 1時間 となつてしま

うことが しば しばでぁ る。

・  子 どもか ら出された素本卜な疑間 を、 もつ と全体にひび く課題 、個 々の考え

がね じれあいなが ら考 えを築 いていける角度 をつけた課題 に してぃかなけ

ればならない。 (52. 11.4)

● :/｀
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第 12回 全 国パ ズ学習研究集会

相 互 作 用 を 生 か した 学 習 指 導 の 研 究

一 課 題 と 評 価 に つ い て 一

10は じめに

本校では過去三年間にわた り課題 と評価につ

いて実践的な研究を進めてきた。

一昨年は課題 と評価に重点を置いたバズ学習

全般にわたる基本的なことが らの研究といえる

ものであった。

昨年はその成果 を積みあげるために, よりよ

い課題の設定 とそれにともなう学習過程の評 i面

のあり方の研究を行なった。

研究が進み,少 しずつ深められてくるといろ

いろな問題がでてきた。それ らの問題点を明確

にし,追求しなが ら研究をさらに深めていくた

めに,本年度 も標記のような研究主題を設定 し,

金職員が一致 して,取 り組んでいる。

20仮説 と具体的 な進 め方

(1)仮説

研究テーマの追求を通 して,次のようなこと

の達成 をねらっている。

171児童の学習活動への参加度を高め,自 己実現

の場 を与える。

α)学習内容の理解を促進 し, さらに深化拡充が

で きる。

191課題の追求のための教材研究が,教材の精選

につながってい く。

0教師の児童に対する評価 と,児童の自己評価

が容易にで きる。

②認知目標 と,態 度日標を同時に達成すること

ができる。

l■l学習の効率化が可能である。

l■l児童のよい人間関係がう くりあげ られる。

lal金職員の協力により,学校教育体制が,確立

される .

(2)具 体的な進め方

研究活動をすすめる基本的な姿勢は,次のと

お りである。

l~/1毎 週 1回 周曜 日か木曜 日に可能なかざり現職

教育を行ない,毎 日の実践を通 して研究 した

ことについて全体で協議する。

O協議にあたっては,柱立てをしっか りして

話 し合い,問題点をi自 求する。

。全職員が三つの班に分かれ,積極的に協議

に参 l」Bす る。

佑)現職教育では,授業研究,実践報告の検討 ,

理論研究などを行なう。

授業研究の観点は課題 と評価に焦点を合わせ

て次のようにしている。

・ 課題提示前の指 :掌 は適切であったか。

・ 課題は適切であったか。

。課題に対する児童のとりくみのようすはど

うであったか。

o課題後の指導は適切であったか。

-1-
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0教師の評価は適切になされたか。       (2)課 題の条件

。評価後の教師の指導や,次の課題に対する

事前指導は適切であったか。           授業を組み立てる柱 ともいえる重要な課題は

0児童の自己評価や,相互評価は適切になさ    どんな条件を備えていなければならないだろう

れていたか。                 か。

。学習の訓練はよくで きていたか。

なお,授業研究の協議では,授業者に対 し   171学 習目標を達成するための思考を子 どもたら

て思 ったことはその ままかざらないでどし    に生み出させ,技能を習得 させるような もの。    毬

どし発言している。そして授業者は自分の   傷)単元や題材全体の見通 しの上に立 って,系統

悪いところを反省することにより成長 して    性をもら,位置づけのはっきりしてしヽるもの。

い くことを,お互いに確認 し合っている。    0す ぐに答の出るような ものでな く,適度な困     ・

191全職員が年に 1回以上の公開研究授業をし,     難 さがあり3解 くのに抵抗があるような もの。

研究主題に基づく実践上の問題について協議    lJll子 どもたらがとりつ きやすく,努力すれば解

する。                  けるもの。

0学級集団の成長 と個人の向上をめざして各教    ②子 どもたらの興味や関心を高め,取 り組 もう

科ばか りでなく,道徳,特別活動,生活指導     とする意欲 をもたせるもの。

のすべての分野にわた り,研究の対象にする。   ②思考を深めるもの。

lal現職教育委員会を構成 し,研究推進のための   l■l高 度な段階へ発展性のあろもの。

方向づけをした り,問題提起をしたりすろ。

lal研 究協議や授業実践等の記録を累積 し,そ れ    以上課題の もつべ き条件をあげたが, もらろ

を通 して研究上の問題点 と今後の研究の方向   んこれ らのすべての条件を満たさなければな ら

を明 らかにしていく。              ないというのではない。

指導日標,教師の教材観9児童の実態の関連

の中か らその授業に適 した課題 |ま 設定 されるべ

3.研究 内容                  きである。

(1)目 標 と課題                    活発な話 し合いがなされた課題がすべてよい

課題であるとはかざらないが,実際の授業でど

授業で子 どもたらが現在 どんなことを学習し    うい う課題を与えられたときに子 どもたちが進

ているのか, これか ら何に取 り組 もうとしてい    んで取 う組んだ力ヽ例をあげてみようc

るのか, とい う意識が常になければ,教師の一    e具 体的で,何 をやったらよいかよくわかるも

方的な指導に終ってしまい,決 してよい授業に    の。

はな らないだろう。                ・ 子で もたらの生活経験に基づいたものc

だか ら,課題は授業が成 り立つために不可欠    。確認的なもの3

の ものであるといえる。              0子 どもの興味をひくもの。

課題は授業を進めるもとになる力であり,学     。事前指導がしっか りなされた後の もの。

習活動 を組織化する重要な役害」りを果たしてい    。グラフや絵などの資料が使われた場合c

るのである。                   。カー ドを使って動的に視覚に訴えたもの。

このような働 きをする課題は,常 に授業の目    0ゲ ーム化された もの。

標に即 したものでなくてはならない。

そして課題を解決することにより学習曇標が     よい課題 とはどんな条件をもったものである

達成 されるのである。               か。理論は理解で きて も,実際に設定するとな

ると容易ではない。

-2-



一

日々の実践め中で,試行錯誤を繰 り返 しなが

ら努力していくうちに, だんだんと適切な課題

が提示で きるようになってきている。

(3)授業の組み立てと課題

1時間の授業を組み立てるとき,大 きく三つ

の過程に分けて考える。

そして,準備過程,中心過程っ確認i邑程のそ

れぞれの過程に合った課題を設定 して授業を進

めていく。

0準備過程の課題

。中心課題を解決するための基礎的なことが ら

や, それに必要な既習事項で組み立てる。

。大 きな課題ではなく,分節課題がいくつか提

示 されることもあろ。

。前時に準備課題になるものが提示 される場合

がある。

“

)中心i昌程の課題

0本時の学習目標が達成できるように設定 され

た中心的な課題である。

o思考を深め,学習内容がまとめられるように,

あまり数を多 く出したり,分節化 しないほう

がよい。

191確認過程の課題

0本時の学習内容の理解度が確認 され, まとめ

ができるような課題が必要である。

o次時の学習につながるような課題 も確認課題

である。

授業の流れを考えて,そ れぞれの過程に合っ

た課題が提示 されなければならない。

1つの課題が解決 され,次の課題が提示され

るまでに,次のようなステップをふんでいる。

事 前 指

↓
課 題 の 提

|

ψ

個 人 思 考

↓

相 互 活

↓
評

↓
事 後 指 導

子 どもたらが積滴的に課題に取 り組 もうとす

るか どうかは,課題その もののいかんによるこ

とは当然であるが,提示前の指導によって大 き

く左右 されることも事実である。 したがってわ

たしたらは,事 前指導で次のようなことを行な

っている。

。課題解決のための手がか りを与える。

・ 興味関心をよびおこす。

0問題意識をもたせる。

適切な事前指導は必要であるのだが,課題の

内容までくわしく教えてしまうことはよいこと

ではない。というのは子 どもたらはよくわかっ

ていると,深 く追求 しようとしない場合が見 う

けられるか らである。

確認的な課題は提示後す ぐに相互活動 を始め

ることがある。

しかしそうでない課題が提示 された時には,

まず自分でやってみる, という指導を常に行な

っている。それか ら班の中での話 し合い,学級

全体の話 し合いになっていくのである。

思考を深めさせるような課題では,班 と班の

意見がぶつか り合い,追求してい く形になるよ

うに指導 している。

発表の後には,必ず評価がなされている。そ

して最後に事後指導 として,教師が補足,修正

をしてまとめ,次の課題の事前指導 とい うサイ

クルになっている。

動

価

導

一不
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に)実践例

2年 算数

単元  1,000ま でのかず

指導上の留意点 評 価

百円玉でねだ

んの不してあ

るずかんと,

どうわの本の

2枚の絵を黒

板にはり,問

題場面をつか

ませる。

4年 社会

単元 山地と平地

○名占屋,東京
|

大阪などの大 |

都市を例にし
|

〇班翻 し

合う。

6剣本に発

表する。

0板書をう

つす。

て,日本全図

の掛図を見て

考えるよう指

示する。

0発表をもとに

板書しまとめ

るぃ

0理解のわるい

とき|ま材毒彗!ノ

まとめる。

特殊学級 音楽

単元  かっこう

学習活動 指導上の琶意点 評 価

「かっこうJの歌を本をみないで歌いなさ

い。また階名唱をしなさい。

0班の子みん

なできるよ

うがんばる

きょうの

学習をし

っかりが

んばった

つ、

(苺薯壬)

| | _        1

0教師の話を聞

き題意をつか

む。

分

フ％

目
　
え́

ゴ
露

400円のずかんと200円のどうわ

の本をかいました。あわせてなスノ円に

なるか 考えなさい。

。大都市や
|

多くの者釧

載 こ判 |

が多 わヽ
|

け力溜
|

(』昌基劃

過

O自 分で考える

。400-卜 200

==600

O班で話し合う。

O発表する。

○隣りと確かめ

る。

。式と答をノー

トに書く。

○まず自分でや

らせる。

Oわからなけれ

ば100円の模

型を使わせる。

°どスノな式でい

くらになるか

考えさせる。

O式や答のでて

くる理由を班

で話し合わせ

る。

O械伝の場面で

あることを認

めさせる。

O式 と答を板書

する。

Oと なりとt厳

になるわけと

答を話し合わ

せる。

O板書した式と

答をノー トに

書かせる。

0 400+

200の式

がたてら

れ立式の

理由がわ

力)っ ナこ力、

(目自会話

法 )

0400+

200の暗

舞I力江三じ

くでき加

法になる

オDけ がわ

力>っ た力、

(ラ奔擢辞去)

O評価表を曜

いできるよ

うになった

ものにOを

つけさせる。

に班の子で励ま
|

して練習させる。
|

|

°

%際 雷 il
や×を記入し, |

できるようにな
|

ったらOにかえ
|

るのだというこ
|

程

-4-

学習の内容 1指導上の留意点 1 評 価

劃
翻
製
電
川
思‐
劃
司
‐引
副
劃
一「
『
制
‐判

過

程

中

いヽ

過

程
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(5)評価の実践

学習目標を具体化 した課題が提示 され,そ れ

が核 となって授業が進められてい くのであるが

課題に取 り組んだあとでは,必ず評価がなされ

なければな らない。

目標→課題→評価 とい う順で目標がどの程

度達成 されたかを知 り, それが次の目標につな

がっていくのである。

学習活動の中で即時評価をすることにより,

次のような成果が期待で きるc

。子どもたちが, どの程度理解 したかをつかむ

ことができる。

0目 標への至」達度を知 ることがで きる。

。これか ら努力する方向をつかませることがで

きる。

0学習の まとめがで きる。

。学習意欲が高められる。

O教師自身の反省がで きる。

ω評価の方法

準備9中心9確認のそれぞれの学習過程では ,

さまざまな評価がなされていろ。

わたしたらは,次のような方法を授業の流れや〕

課題の内容に合わせて用いている。

・ 挙手をさせる。

O相互活動 をさせ ろ。

隣接法,対人法9輪番法,自 由会話法。

。発表 させる。

0プ リテス ト, ポース トテス トをさせる。

。小テス トをや らせる。

。机間巡視をする。

。プリントに書かせる。

。ノー トさせる。

O読 ませる。

。動作をさせる。

。自己表価表に記入させる。

・ 評価テストをさせる。

・ 反応器を使わせる。

以上のほかに,是認 と否認,観察なども評価

と考えられるだろう。

佑)課題 と相互活動の方法

話 し合い も評/Fmの 一方法であるが,課題の内

容に合った相互活動が大事である。

確認的な課題には,隣接法や対人法が適 してお

り,思考を深めた り, さまざまな意見が出ると

予想 される課題には,自 由会話法や輪番法がい

いのではないか と考えられる。

0評 価する際の留意点

。評価を目標 との関係でとらえてい く。

。課題の内容に合った評価方法を考えろ。

0認知面だけでなく,常 に態度面での評価 もす

る。

。自己評価をさせる場合は,あ いまいにならな

いように,教師が基準 をしっか りと示すこと。

0評価の実践例

4年 算数の自己評価表

。◎○×の段階で記入する。

e認知面だけでなく,聞 く態度,発表など態度

面の自己評価 もさせている。

6年 理科の自己評価表

1自己評価

。班で協力して観察できる

。葉の落らる本と落らない

本の育ら方のらがいが言

えろ。

行動目標をとり入れて,評価基準がはらきり

するようにした

△

○

-5-

やったこと

135× 143

2 1 ミA7 13:::褻
]:;

1単

17E
力式す算とわり算

日

標
かけ算の筆算ができるよう
になろ。

1時
局/目 理解

歌誘長し

たか

よく犀尋

いたか

楽しく
学習で
きたか

S/16 ◎ ○ ○ ×

○ ○ × ○

単元 1月 日 目 標

杜
罐
袈
詳

9.13



認

知

目

標

4年 体育の評価表

① さか上が りで上がって うで立て後転がで

きるようにする。

③ B~il~転 と後転をこうごうに連続 してできる

よう|こ する。

0ま っている間のたいどをよくしよう。

〇で きない子に協力 しよう。

D足 を上にあげる時 くびをできるだけ前にお

るようにするといいか も知れない。

Oで きない子 もで きるようになった。

。いろいろな項 目に分けて評価 している。

・ 4El人の評価だけでなく,班の評価 もさせてい

る。

5年 算数のプリテス ト

まさ子さんの家の 7月 か ら10月 までの水道の

使用量は下のようでした。

各月の使用量を同じになるようにな らすと1か

月について何が使ったことになるでしょう。

(6)実 践のまとめ

実践を積み重ねていけばい くほど,問題点 も

多 くでているのが現状であってっなかなかまと

まるところまでは行かない。 しかし,毎 日の実

践を通 しての研究活動の中か ら,少 しずつでは

あるが次のような成果があ力ゞってきているよう

に思 う。

。常によい課題 を考えることによりっ教材研究

が深められている。

。課題の追求により,授業の組みたてが, しっ

か りで き, それが指導内容の精選 (こ もつなが

ってきている。

。即時評価をすることにより,児童の理解度が

つかめ,次の課題や活動の指示が的確にで き

るようになった。

以上教師側か らの成果を述べたが,一方児童側

|ま っ,

0学習への参加度が高 まり,理解が促進 される

ようになった。

。日標をもって意欲的に取 り組 もうとする姿勢

が見 られるようになった。

。評価 をすることによって, 自分のつまづ きが

わか り,努力する方向を知 ることがで きるょ

うになった。

等。おわりに

課題 と評価について,毎 日の実践を基に研究

を進めているが, まだ途上であり,や ることが

多 くある。

これまでの実践にさらに積み重ねをし,研究

を深めるために,今後は次のことに力を入れて

い きたい。

。常に適切な課題が提示で きるように, さらに

課題についての研究を続けるc

O目 標,課題 との関連か ら, よりよい評価方法

のあり方を追求 してい きたい。

班

の

活

動

感

そ

つ́

-6-

6/QO

(月 )

水 道 の 使 用 量

月 7: 8 9 110

量 (πり 66160 56 54

l。 さかあがり

2.れんぞくさかあがり
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第12回全国バズ学習研究集会

学力保障をめざす授業改造

―
‐学習の見通しと、自己評価を可能にする課題学習の展開一一

姫 路 市 立 旭 陽 小 学 校

〈研究テーマとその要 旨〉

学力の定着を図かるため、授業においては主体性の原理 と刺激助長の原理に立ち、特に

個々の児童に、到達 目標の明確な意識化 と、達成動機に支えられた質の高い学習課題の設

定並びに学習過程における個別化 と集団化の促進、達成度評価の具体的手だてを追求する

なかで、 研究テーマにあげた「 学習の見通 しと、 自己評価を可能にす る課題学習」の展開

が、授業効果に大きく期待できるという仮説のもとにその研究 と実践を試みている。

〈研究経過の概要〉

仮説に基づき、その授業のシステム化への研究と実践について次の経過を迫ってきた。

I 前年度 (昭和51年 度)の研究と実践

10‐ 教師の授業観の統合―― 授業改造への基本的な考え方の共‐通理解

0学習主体は児童である。教師中心から児童中心の授業へ

教える授業から、自ら学びとる授業の手だて

0結果主義から過程重視の授業へ

認知獲得と態度形成過程における望ましい経験獲得全の事態状況の構成

2.授業の構造化への視点と、それらの具体条件の探究

?目 標達成行動の成起する学習課題の性質と、その設定の手順

9学習課題への取 りくみの過程における望ましい経験の組織化   ‐

0目 標達成過程における評価の手だて

Ⅲ 本年度 (昭 和52年度)の研究経過

本年度は、前年度の反省に基づき授業の質を高めるため若干の修正と補足を加えた。

1.仮説の修正

:前
年度においては、児童の取 りくむべき学習課題を授業毎に提示したがこ本年度は

一単元全体についての学習課題表を作成 し●その単元の学習に入る最初の時間に提示

することにした。 ごれは児童に、単元全体の学習の意識化と、見通 しをたて学習メデ



ィアの活用による計画的自主学習の促進並びに自己活動通程を中軸とする集団相互作

用過程の促進、達成状況の具体的把握等をめざすもので、そこから
″
学習の見通しと

自己評価を可能にする課題学習が授業効果を高める〃という仮説を立て、その研究と

実践に取り組んでいる。

(学習課題表の形式)

単 元 学習のめあて (評価観点) 学 習 課 題 (評価問題 ) 省反

よるか
す

わ
示

に
に

童
的

児
体

うに具
) (書裏墨

めあてを具体化した学
)

ヽ

、

‐

‐

′

／

や
等

点
点
く

難
問
か

困
疑
を

／ｔ

2。 学習課題の構成 と評価の関係

|‐
指導内容の分析と指導目標の設定 |→ |

学習課題の構成提示
|

評価観点の設走
|

一 L_中咀J
目標達成状況の評価については、次のように行 っている。

1.単元 (小単元)全体の学習課題 (評価問題)の作成

2.学 習課題 (評価問題)に よるプ リテス トの実施

3.学 習課題の取 り組みの過程における自己評価・ 相互評価・ 教師による評価

4.学 習課題 (評価問題)と 同種・ 等価の評価問題によるポス トテス トの実施

く問題提起〉

1。 学習課題について

授業過程の原動力・ 推進力 となる質の高い学習課題は、教師の教材研究の深さに比例

するといわれ、教師が構成提示するものであるという考え方に対 し、学習課題は児童が

(教師の指導により)発見すべきものであるとい う考え方がある。

11)こ の場合、同じ学習課題 というコ トパを用いても、本質的に異なるのではないか。

(鋤 学習課題は、児童が発見すべきもの、児童が提えるべきもの、 という考え方を基底

にお くのは、どんなメ リッ トを期待 しているのか。果たして学習の自主化主体化の上

に、また動機づけの上に、そ して学習効果の上にどれだけ期待 し得 るのか。 またこれ

が発見的学習とでも言えるのだろうか。

2。 評価について

(J 態度過程にういての評価の観点をどう捉えたらよいか。 (現在本校では、 学習に対

■する興味関心 ,理解度 ち授業への積極的参加・ 仲間への態度を評 価 の観点 と してい

る。)         .

―
―
Ｉ
Ｖ



第 12国全国バズ学習研究集会

評価を生かした指導のあり方

英語科にお :す る実践 をとお して一ニ

愛知県春日井市立東部中学校

18まま し 難 争こ

騨 度、「 学級経営はよい授業の土台であ

る轟こ参ような藝標をたて全校鋳に体制をか

∴1め、研究をす めゝてきた。本年度は更にこ

れを藤め、学毅経営や各教科の指導において

も、詳驀を生かした指導のあり方を追求する

こときこした。紙面の都合上、本年度は英語科

の実餞:こ 毅 り問題を提起したい。

英語科に毅ったとしヽっても、勿論、学習指

導 :よ 撃に教科の指導のみ:こ あるのではなく、

学絞全体の中に島って、学級経営、すなわち

学級での指導が基盤となってすゝめられなけ

れば、その効果
'ま

あがらないと悪 ,.又、橋

々め毅糠がそれぞれの考えで構 をす 卜めて

も、学習効果はあが らないであろう。

指導にあたっては、学校 ぐるみで指導形態

を考え、その中で課題と評価を追求すること

により、わか むやすい授業、わからせる授業

鍮実議をす めゝたい。英語科 l‐4限 らず本横で

総、一昨年か らの「 課題と評極 」の研究の上

に立って、「
‐
評価 と事後指導 」のあり方につ:

いて融 に取 う組んでいる。

2を 研 究 経 過

学校麟 llの 中で、英語科においても、一昨

年1よ、 1時闘縁授業の流撃 く準機愚難 `幸心

遍種・鐘轟難野難 )に おいて適切な課題を生機

に与え、課題に対する尊時評価のこ ろゝみを

した。昨年は、学級経営のみなおしをしなが

も課題と評価の研究をおしす 機ゝ、本年は蔓

奪こ、評極難幾をとおして事後指導の手立でに

ついて実践をす めゝてぃる。

英語科では、 1時間の授業の流れの中で、

○課題の提示の仕方.

0課駒 内容が適切かどうか。

●課題に対する評価の仕方。

など最初のタラスの授業後に、課題と評価

授業の組み立て等について検討を加え、指導

案を改善し次のクラスの授業へ鑢むょ̀こ れに

よって、よりよい課題と評価の追求ができ、

それを蓄積することによって次の指導0手立

てを考えるようにしている。

(1)事後指導の実鎮例          :
ア 学習指導案をもとに指導の結果を検討

し、次時の指導案の庵容を改善・充実さ

せる。 1

イ 毎時間英語の単語 (文 )の小テストを

することによって騨 度をテストし評価

した後、誤答や書けなわった生徒につい

て1ミ 短学活を利用し、菫で教え合いを

させ、ノートに再度正答を書 くようにし

てい基。単元テス トや中薔・期末テスト

につひても潟様であるが、難導の時間鐘

撃元の時間数をきりつめ 1時間をとって

■ヽる魯

ウ 毎時間の授業の事後指導については、

義・澤 りの短学活を活用して、生徒自ら

壼ぐとに教科の疑闘点、わからなかつた

点を出し合い解決するよう指導している。

生徒自身で解決できない場合は、教締 も

援動したり、教科の先生の援助を受けた

-1-



りしている。 li llギ ■ 、        ウ 生徒自身、短学活で自主的に取 り組め

るように日標をつかむことができるよう

総 態度評価のこ ろゝ碁fi^:11'        になる。

1時間の授業彎始業輩同肇にプリントによ   工 学校と家庭との学習のサイタル化の必

って態度目標の確認をさ:せ、:帰 りの短学活に    要を生徒自身意識してきている。

点検させた。このこ ろゝみ暮、評価項目の検

討や実施:こっして全絞響:F鉢未■たいと思う。 3.問題提起

_          (1)授 業の流れにおける形成的評価と診断

織  み 例〕 :, II■ ―         的評価・総揺約評価をどのようにす めゝ

oチ ャィムで霧始できなかj「          ていったらよいか。

Oこ の時間の学習tに まじめ轟参加できたか。 (a 個人内評価の指導をどのようにす めゝ

0自 分から進んで学習のっあ:て や課題をみ    たらよいか。

つけることが■きたキ.tt        総 認知面の評価だけでなく、態度面の評
。わからないところは積極鋳に先庄や友達

・  価をするうえで、今後どのように指導し

に質問し、解決し―よ.う 1と したか。       たらよいか。

。大切なことは見t,が さず記録し、メート   t4b 学習に対する評価をした後、さらtttそ

の工大をしたか。              れを発展させるような指導をするにはど

0学習に必要な用具などを忘れていなかっ    うしたらよいか。

たか。    1l  t il二 =        織 英語科における4技能の評価と事後指
0壼や友達と協寿し年)ミ|1裁 ま、し合って学■   導を現在の英語教育の中で、どのように

習に取り組んだか。  ■1          したらよいか。

締 事後指導をす めゝていく遷轟での問題点  4ヽ 討論 を希 望す る問題

ア ー年生 1学鐸のザプ学習導入期におけ  (1)課 題のよじ悪しについでどのよぅに考

る授業の組み立をどの‐よう手にするか。     えたらよいか。

イ クラスによって課題もかえることは全   t21 事後指懇の方法について、具体的なナ

時間できにくい。   .ヽ:         策を教えていただきたぃ。

ウ 課題の提示の仕方が決って・しまうc    t31 学級経営と教科指導のか わゝりについ

工 生徒の進度差が大きい。          、て。

オ 課題のよ移悪しなどの:よ
:う に評価した   儀)認知面の評価と態度面の評価をどのよ

らよいか。        r         ぅに考えす めゝたらよいか。

力 下位の生菱に対する事後指導を、授業 f

を通して具簿的にどうしたらよいか。   5。 おわりに

キ 指導案の蓄積をどのようにしたら効率   教科tこ
おける学習指導の研究は、基本的な

的に活用できるか。         ●  ことがらについては、金絞共通理解のもとに

ク 機々の生徒について指導・をする時間的  す めゝているが、毅科ごとにす めゝている学

な余裕をどこでみつける_力ヽ・      習指導案の改善・蓄積による研究の深まりに

ti―       ついては、更に共通なものに高める必要があ

鶴 事後指導をすゝめる中で把握できたこと  る。

ア 学力菱における課題の提示について段   :短学活や生活指導等について も、それぞれ

階gtJに組み立てることが必要であると考
・

の場においです めゝられているが、学習指導

えられる。                の場においても常に心がけ、指導の統合化を

イ 学習での理解度の弱い点などを把握で  :まか りたい。

きる.

二 2-



全 国 パ ズ学 習 研 究 大 会

自 主 19協 同 0倉u造 の 能 力 態 度 を 高 め る

学 習 活 動 づ く り

広島県 豊田郡 豊町立 豊中学校    賀 戸 文夫

■. :よ じ
'う

に .

私違 も8年前ごろょり ,民主的な人

格の形成にRIJ応する学習活動のあ り方

を ,「 認知的形成」 と ,そ れを支える

「
態度的形成Jが ,相乗 しなが ら作用

しうる学習活動のあ りかたを ,パ ズ学

鷲iに求めてきた 。しか しながら ,人事

の交番のあるなかでは ,絞 内自体の中

においても ,パ ズ学習は ,小集魏で ,

パズらせる事を一時間のどこかで取 り

いれる ,ょ くぃわれる「 ワイ フイ ,ガ

ャガャJ式 とい う把握 にとどまつてい

る事 も多い 。他校 を交 じえた授業研究

な どでは ,「 生徒の活発さ」の一応の

評価はあるものの ,「あれでは ,効 率

は悪いのでは ?」 とい う疑念での発間

ゃ ,質問もなげ出されるのである .

2J バズ学習は ,技法でな く ,方策であ

りたい 。

そこで ,私 違は ,教育 目標の中心に

「 一つ一つ ,一歩一歩 ,可能性に近づ

く ,率 せな生涯 づ くりを ,科学的なす

じ道 をたどつて ,作 り出すために ,「

自主 o協同 o倉1造 の能 力 .態度の育成

Jを めざす方策 としての    学習

活動づ くりを志向 している 。

3. 学習活動づ くりの全体計画構想

まず私達は ,学習するとい う行動の

目標に ,「 イ固体が ,よ りよい自己実現

を目指 して ,物の見方 ,考え方 ,行い

方の変容に向 う努力的経験であ り ,そ れ

れを通 して,人間性に満ちた感性に至る

持続的意識的行動を求める」事にお く り

その実現のために ,「 自主 0協踊 0

倉J造の能力 .態度 を高める」教育課題

くことに ,地域の教育課趣 )に せまる

教育活動づ くりを ,「 課趣づ くり」―

「 解決活動づ くり」―
「 評価づ くりJ一

「 地域づ くりJの流れの中で ,具 体的 .

実践的に追い求める .

そこで ,「 家ではJ「学校では (教

科 ,教科外 )J「地域ではJ,こ れこ、

れをとい う視点を画し,ぃ づれの場に

おいても ,絶えず ,前記の目標に向う

(■ ) C



学習活動づ くりを試行する .

そこで ,家庭でヤま,「活動の準備を

しつかり整える ,員Jち ,意欲 ,情緒 ,

生活行動様式 ,健康 ,体 力の具合のよ

さを充分にす るJこ とに自主鏑に ,倉 J

意的に ,協購的活動を促進 し ,学校で

をま,「 学習活動の基本的 とうやの場 と

t′ て,重点的集中的計画的一貫性なも

つて ,次 の縁に ,学 瞥活動づ くりを ,

0な にをするか|ま つきりする

:1:[1   1)出
すか (準備  )

「 こま切れの活動Jを 克服 したい 。

そのために ,「 単元単位で ,自 主 ○協

陶 o倉J造の能 力 .態度の育成を充実する

学習活動Jの計置実践へ ,

今度の ,第 4次の学習指導要領の改定

とぃゎれる「 精選と ,ゆ とりとある学習

Jが打ち鐘される事を待つ までもな く ,

私違は ,自 主 ○協同 0勲造の能 力 .態菫

を高めるべ く ,「 生徒達が ,ゆ とりと ,

tま ばのある思考活動の出来るJ学鷲活動

づ くりの歩みを進めて来たつ もりではあ

つたが ,と か く時間単位 のこま切れに終

止にな りがちであつた 。そこで次の様な

単元単位 での自主 o協鶴 o焦1造の学習活

動計画をもとに再試行す る 。

0学 習行動 0主な 庵容

4。

oく だきあ う

0え らびあう

0つなぎあう

0説明しあ う

0確かめる .

0認める 。

0喜ぶ

練 り合う

まとめ

(解決活二

納得じあうく確認 )

教 科 外 活 動 (30分学活 )

0出 しあ う 。

0練 りあ う 。

0深めあ う 。

0練 りかえず

たかめあう〈強化 )

地 域 活 動 (地域学習会 )

地域づ くりの教育の一貫性を求め試行 .

/′
oよ りよい準備と ,

＼ ○課趣取 り組みの見透 じ

_C単 瓦の構成
＼＼(職:趣への取 り組み方

2.
-  0

-」
L―       ―́

4.

事 事

===幕
事 事 寓

===薄
事

=富 =====百

『

~2

5。

) 
間え11点 と議:走 :

単元の解説

(完 )

も発顧i羹
.む 耳支り



第 12回 全国バ ズ学習研究集会 (4分科会 )

機器 を利用 したバ ズ学習

姫路市立琴陵中学校

原  田    守

18研 究 テ ~マ とそ の 要 旨

本校本年度の教科指導における研究テーマ

は、昨年 までの研究実践の跡を反省検討し、

更に市教委の主要努力 目標を勘案 して、研究

推進委員会が原案作成、全職員の共通理解 と

その徹底を期すために職員会議で検討の上、

下記のように決定 した。

「 ひとりひとりの力を伸ばす学習指導法」

―一教育機器の活用 とバズ学習を通 して一―

如何に社会構造が複雑になり、価値観が多

様化し、学校のなすべ きことが多岐になろう

とも、学校教育の目的は全人的な人間の育成

であり、その中核をなす ものは授業である。

本校ではここ数年授業の最適化をめざして

バズ学 習と教育機器をいかに効果的に位置づ

けるか、即ち授業のシステム化の研究を積み

重ねて来た。本年度は過去の研究成果を如何

に生徒に還元 し、定着深化 してい くかが課題

であり、研究推進委員が中′心とな つて、全職

員が研究実践にとりくんでいる.

2.研 究 経 過 の概 要

本校がバズ学習をとり入れてか ら6年半 (

S46.4)、 教育機器の研究をは じめてから

4年半 (s48.4)の 歳月が流れ、 1昨年 (

S50.11)「 教育機器 とバズ学習を有効に

位置づけた授業のシステム化をめざして」 と

い うテーマの もとに教育工学の研究発表をす

る機会を得た。 それを機に全職員が システム

的手法を授業実践に応用しようとする機運が

高 まり現在に至 つている。

(1)研究内容 (教科におけるパズ関係分のみ )

o学年当初におけるパズ学習に対する教師の

再認識 と生徒の基本的理解をどうするか。

o生徒の発達段階に応 じたバズ学習のあり方

o教科の特性に応じたバズ学習の研究

o授業における態度目標の明確化

(2)研究組織、研究方法は略 (口頭説明 )

(3)本年度実施状況 (11月 以降の予定略 )

4月 :バ ズ学習の基本的理解を全教師にプ

リン トし配布

新転任教師研修会 (教育工学とバズ

学習、機器の取扱、資料の整理等 )

5月 :教育機器操作技術講習会 (VTR、

OEP、 1 6 ππ、 ミニライザー等 )

6月 :教科別研修会 (研究授業者 6名 )

7月 :指導案のつ くり万研修 (従来の とフ

ローチヤー ト)…市教委瀬良主事

8月 :個人研修 レポー ト作成

9月 :小集団学習研修…市研究所吉田主事

10月 :教科別研修会 (研究授業者 5名 )

3。 問題提起

授業に機器を活用することの有効注、バズ



学習の必要性については今更論ずるまで もな

いな問題はこれらをどこでどう位置づけ、組

合せ、組織イヒするかである。勿論各教科の特

色、教材の内容、生徒の実態等によつて異な

り、画一的に決定できるものでもなければ、

すべきで もない。また授業の手法としてこの

2つだけが万能であるとい つているのでもな

い.し かし現在授業の改善を考える時に、常

にこの両者 を念頭において、意図的によりよ

い授業を創造設計す る必要性を強調している

のである。以下校内研修の中での先生方の意

見の一部を述べてみる。

oバ ズをす る前に、与える課題、討議する資

料等に提示機器 (OHP、 VTR、 スライ

ド等 )を 利用すると話 し合いが活発になる。

O研究の方法や実験の結果における種々の思

考を、各班でバズをした後、その意見のま

とめをTPに 書 き提示すれば、時間が短縮

され、多 くの意見を聞いたり、その意見に

ついて考察する余裕が生 じる。

O数学等で机間巡視中に生徒の問題解決過程

における誤 りを発見したとき、そのノー ト

をす ぐに トアペンア ツプでとるか TPに書

いてスク リーンに映し、それによ つてバズ

をす ると効果的である.… …誤答 こそ宝

o課題提出 (提示機器 )一 個人思考― バズ

意見発表 (OBP)一 教師のまとめやお

さえ (TP、 VTR、 スライド等 )の パタ

ーンが効果的である。

o内容に もよるとお もうが、一般的にどんな ―

場面でどんな機器を使い、どんな場合にど

んな方式のパズをとり入れたら効果的か、

もう少 し具体的なことが知 りたい。

○機器やバズを取 り入れることにより、板書

が粗末にな つたり、ノー トの存在的意義が

うすれ、主体的な学習が一部の生徒になり

やすい事は、教師が常に留意すべ きことで

ある。

Oバ ズを下手に取 り入れると、個々の能力に

応 じた学習指導が、ともすれば生徒まかせ

にな りが らになるきらいが生ず る。

討議 してほしいこと

①教育機器とバズ学習を1時間の授業の流れ

の中に組み入れるとき、生徒の座席配列は

どんな形が最もよいのだろうか。

②生徒に対するパズ学習の基本的なやり方を

訓練するために、必要最小限 どれだけの理

解や約束を徹底させるべ きであろうか.

③授業は学習の主体は生徒であつても、教師

の意図的計画の もとに、生徒を如何に変容

させるかをめざして行われる。その 1時間

の目標行動を考えるとき、認知目標は具体

的に明確に立てられ、即時評価ゃフイー ド

バツクも可能であるが、態度目標をどうと

らえ、日標行動 としてどう表わし、又チエ

ツクを具体的にどんな方法ですればよいだ

ろうか。

④バズ学習が個の成長と共によき集団形成を

図る事実はょくわかるが、集団の目標行動

(○○○ができる集団 )と しては具体的に

どんなものがあげられるか、また集団の成

長状況 (目標行動に対する到達度、成長率

等 )を評価するには、具体的にどんな方法

があるだろうか。

4.
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第12回 全国バズ学習研究会

研究 テー ヤ

課題意識に立っ同和学習の実践
――実態 と学習・ 知と実践のずれを克服す る手だてをさぐる一一

姫 路 市立 旭 陽小 学校

‐く研究テニマとその要旨〉

本校は「課題に意欲的にとりくむ子ども」の育成を目標にしてしヽるよそれは自ら学ぶ努

力やくふうする力、仲間意識に支えられて自己実現をめざして意欲的にとりくみ差別を許

さぬ子どもを育でることである。学習や生活のあらゆる場面で現実の問題をみうけ、たが

いに認めあい、支えあい、励ましあうことによりみんなで解決する方法を仲間とともに考

え、それにもとづいて行動のできる主体的な子どもを育てる。また学習や生活を通して生

きて働 く力を身につけさせ可能性にいどむ子どもを育てるためにひとりひとりをたいせつ

にし、その願いを尊重 し、事実や現象の背景にあるものを追求 しながら、差別の本質を正

しく認識させたい。

〈研究の経過と概要〉

1.実態に立ち課題意識をもった同和学習の実践      ‐     .  ‐

課題意識をもって学習にとりくみひとりひとりの願いを保障 しみんなが支えあい、

はげまし合っていく同和学習を倉J造する。                , ‐

(D 観念的学習の排除。生きた現実の教材化、本音と本音のぶつかりあう授業を指向

核)実態から主題の構成

(3)主題にせまる課題づ くリ ー 児童の悩み願い解決要求の高いもの

(4)学習資料の研究と収集 二 問題の核心に迫まり内面をゆさぶるもの

(9 互いに認め合う学習集団づくり

「
     :

|



学 習 課 題

0学級内での差別はないだろうか

O「大石さんのこと」を読んで、 ど

うして差別がなくならないかを

考える。

1 
資

5,

た
が
い
に
認
め
合
う

0なぜ差別が

なくならない

かを差別する

人、される人
について考え

友だち 5

「大石 さんの

こと」

副資料

作 文
・日 記差別の

2.知 と実践のズンを克服する指導

生活指導は、同和教育の具体的実践指導である。学習 と生活のナイフルの上に、継

‐ 続的、追跡的に指導す ることによって児童の行動変容が期待できる。そのため次の手

:順 で指導を進めている。

・ 重亘羹重≪曇頭董曇ξ貫鳳
応>婦の場の変化→重二酸重‐ ・

:   . (授 業カルテ、指導カルテに記入)   .    |

〈問題提起〉

1.ひ とりひとりが課題をもち、その課題が学習集団の共感を呼ぶ課題の成立となって

ゆれ動きわきあがるような課題の実現をめざして密度を高め進めるには、子どもひと

りひとりの実態をよりこまかくはあくしながら主題をどのように精選 し系統的に偏成

していくか、さらにその課題を授業にどう組織 し展開していくか。       ‐

2.観念的学習を排除してtすべての'子 どもが、自分の問題として実践 していくすじ道

‐を明確にするための手だてをどう進めるか。                ■

3.課題解決過程 (目 標達成過程)における評価をどうするか。

月 主尋1 
目   標 料

ね ら い

同 道

4

4

16



「より苺裳した攀綾生活を雌轟島織詩設バズ鷲

鏡 鰺難宣 群 覇中学校

く研究テ ーマ器要購》

本績 :こ おけ轟繊妄曇難学活痒主奪な ら枠は、生 懸機麗鎌難 ま しンL膏戒

で轟った奉しか し生織会彗難 や理学鸞鍮輝鸞 が 難主錦に生縫 たち録手 で

墓共だすと覇鋳 :こ 、墓 鍵学弗 曇極 率が 轟立 つよ う :こ な って きた。

そ奪一ヽ轟として学警 :こ 対するとりくみ母1言 さが轟碁義ではないかとをヽ

各反書命上紅立ち、本年よりこ義奎学轟を「纂七綾簿バズゴとして新た

:こ 特議 l,ノ 驚。こ裁七崚鋳パズ簿「竃:習バズ_Jを 拳 Jこまにすえて轟機学拷鋳

向上と攀ぶ態度織育盛を i‡が 4毅簿鋳覆鯉ましやヽ人間爾係をも驚てる曇

とを絶ざし慧下の 藝攘 :こ そって実難してをヽ4.
イ `斐え会う靭 憩づく馨

爾寺慧欲難‡こ学警 :こ とりくむ為鋳聾ま 1靡 奪L学毅鍵騨づ く藝と

学び方の取揮

ハ・ 自主鋳 :こ 家轟学習ができる裁極鋳な警菫録育成

≪研究経進母概要ト

ギ♂諄鐵  小纂癬による学習指導の研究 自…導滋本欝な体爾づくり

ま夢年度       輝 上       ― 学ぶ警勢 鋳確 宣

ま /年度   甕学鸞壁 よ り有慧義 に ,一 覆 習バ ズを ヤゝかに とり1

をヽオLる なゝ

ま虞奪賞   も崚時バ 式と家轟学 彎鍮鑽点を求 めて

救科学習  ………→  七毅鋳バ ズ

↑.          基
靭バ ズ       家轟学習

鐸 〆威霧金覇バ ズ学響研究集会



〆今調響とな害驚療

1       寺 締議バズ幸 :こ 繁if碁 鮫 lメ 暮勢連求

:‐  ‐ 慮薇特縛驚彙を韓しヽて取攀籍んだ点

|  1    奉 毅群学警券指導渡

l       ● 家蓬学習参警華 i=

■ ,    傘遷選進費緒を含む全生縫鉾レベルア・ソプ

(〆 ∫%講級鍮選違犠維t・L蒔毅静く島}

■   ご千今続騨畿 せ爆ば地各権をl霧駆点

|‐ ‐  1  舎爾轟外溝難毅織鎌爾簿欝整

・ 1          (壼 長会議 ,製醸修成 ,1爾制難糠 等によ帯〕

11■      器 評価織纂究

| 1 事滲将喪砕震饉鉾止 :こ 取 攀あげるべき理選廉

11・     ○ マンネ¥化蒔鋳止性

|■ ,‐    ● _救師難翻赫慧漱畿一

1      舎 救材の構麟化と巌導事壮逃求した疑撻研究

tttiti l: 11  ヽ ,
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議で電
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舞 12回 全国バズ学習研究集会

滋 賀 県 神 崎郡 五 燿荘 小 学 校

本校は、昭和 ふ1152年度滋賀県教育委員会指定の交通安全指導の研究校 と

なり、その実践に取 り組んできた。地域の実態から「 変化する交通環境に適応

できる実践的能力や態度傘育成Jの研究主題 を設定 し、バズ学習体制による交

通安全指導 を行つている。その中から、今回は低学年部の実践を通 して問題を

提案することにした。

I_～     1

低学 年の子 どもは よく菫おく。前後のみさかい もな く動 くのでハ ツとさせ ら

れることがある。一般 に、視野が狭 く、 懸先のことに夢中でス トツプが きか

ないとい うことであろ う.し か し、そ うい う動 きのなかで、 よく物にさわ り、

さくつ なが ら体験 を深 めてい く特性があるQテ ーマにある人 と物への着銀は、

低学年の子 どもの特性にそつた ものである。人 と物のはた らき″
′こ要を開かせ

ることにおいて、安全の意識化 をはか り安全な行動力を培 うことはできない

だろ うか、 とい うのが私たち低学年部の願 いである。 しか し、 ここで問題 な

のは、認識か ら実践行動ヘスムースにすすまないとい うことである。私 た ち

は、 この認識 と実験のずれ,を認 め、両者 を相対的に高めることに している。

-1-

人 と物 のはた らき |・C題 を開かせ る低学年のパズ と実践化 の問題

・一一―交 通 安 全 教 育 の 実 践 か ら 一―一―
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私たちは年度初めに、地域と子どもの実態から「人と物のはたらきに目を

鶏 tハ て、安全を行動のしかたに気づ く子 どもJの テーマを設定 し、 このテー

■にそつて研究や実践をすすめてい くことJ/Cし た。以下、授業及びカルテづ

くりについて、その事夕Jを 記す。

1。 ヵルテによる子どもの把握 と指導

私たちは学級の数人の子 どもを対象にカルテづ くりをしている。子 ども

‐像を描 き出し、具体的な指導の手をさしのべ ようとするものである。

態実一導指

検 査 と所 見

AFP検 査

52年 2月

総 合判 定

(上 し)

動作 の安定

度 と自己統

制が黄、 そ

れ以 外は全

部青 。

、基2年 7月

総 合判 定

(注意 )

自己統常1が

赤(31に落 ち

こん でい る

以外 は全部

育。

特    質

や 短ゝ気 で感

情的にな りや

す く涙 もろい

女子の前でい

ばつた り、醗

でいたず らす

ることもある

知識 :理解良

く、思考力 も

クラスの上位

運動は好んで

するが、不器

用 で動作は遅

い。整理整頓

も「 自分の欠

点だか らなか

す・Jと 言いな

がら、いつも

"0通
学路 の違 うTく スノと学校帰 りに

いつ しよに遊ぶ約束 を している。 Tく

んを家に連れて行 こうとして 1/Aる 様子

なので、一旦、正 しい選学路 を通 つて

帰宅 じ、その後遊ぶ よう注意する。

像々l賢
′
午日の注意にもかかわ らず、 Tく

んは 自分の通学饉 でない道 を通 つてい

たのを家庭訪間中見かけたので、 Mく

ん に もどうしたのかたずねたが、 Mく

んは言わ fl″ た ように一質家に帰 つた と

の こと。注意 を守つた )ヾで ほめる。

キ奄5交通安全の 自分の心あて として「

補助車 をはず したい。Jと 発表 。‐多数傘

子が補助をはすしているのに、自分が

つけてい る ことにひけ 目を感 じてい る

様子、十 分練 習 してか らす る ように百

う。

5/4社 会 のか店 しらべ を家庭学 習 とし

てするため、K子 と一緒に県道浴いや

-2-

氏名
|

M男 2年 1字



牌
三

二軒の店に轟かける。「 車がょう通る

で気をつけて行 くわ。Jと 言つていた。

颯 3学校の自転車ヨーナーで自転車に

乗る予定だつたが、「 補助がないので

かなん。」と言つて乗らない。

毎4f今 まで、 Mの グルー プの下校 の分

圏長 は K子 と、 自分 たちで決 めてかい

た よ うだが、今 藤になつ て「 ぼ くもや

りたい。Jと 押し通 し、K子 との間で、

日講 になる。結局、グループ全員が一

轟交替で分団長をすることで納得する

?/4～ 5 反省 ヵ― ドに「 Mく んがいけ

なかつた。い じわるをする。」と続 くの

で、鐘き正す。水筒のか茶を飲んだシ

ふざけたりしている様子なので、注意

「 このグループは皆女の子なC)で かな

ん。」ともらす。

γ 12～1碁 めあてをしつか け守つて下校

したので、シ■ルをはつてほめる。

「 ぼ くらだけ管上手にできた。」と大喜

びする。

(以下 `鋒 )

つぎの「 じてん車ののりかたJの授業で、M男 の揚合は「 補動車と事故」

軽多視点で授業に位置づけることができる。

2.人 と物ゃξiた らきに選を藝 〈授業の展開

11)2年「 じてん車のの りかたJ(ロ ング)

この授業は、一枚の写真を手がか りにして、子 どもたちに自転薫車故

の原因をさ`ぐらせ、曲が り角での注意を意識させたものである。子 ども

‐-3-

乱雑 に してい

る ことの方が

多い 。

家庭 的には

父 と祖父が厳

格 .母 と祖母

は「 長男なの

で危な棒こと

は させ ない よ

うに育てて き

た。…1と 言 われ

る。

幼稚圏 の時、

県道 を横断 し

ようとして、

行 をす ぎた車

の次 の車 にぶ

つか いそ うに

なつた ことが

ある。



たちは、 とび出 し事故 としやへい物 としてのへいのかかわ りに目を開い

て、見通 じの よくない道路への とび轟 しの危険 に気づ くなへ棒のマイナ

ス的 なはた らきに よつて、ダンプカーと自転車の衝突が くつき り浮かび

あが る。

ここか ら、おヽまわ りさんに聞いた曲が り角 での注意  後方 を見 るこ

と、手で合図すること、右・左・右 を見て行 くことが自転車乗 りのけい

こで行動化 される。

(2)1年「 あぶない基めの 霧J(ロ ンダ)

雨の 日の下校に見 られる子 どもの黙、るまい、かさをもつていたず ら [/

た り道 いつぱいになつて話 しなが ら帰つた りすることか ら越 こる危験 を

予婆1し て行われた授業である。 5メ、の下校なかせの切 り抜 き絵か ら、か

さのさ し方やすべる薪このこ。とが問題化 され́、実験が行われる。おヽわ りに

録音 された母 の声が子 どもの心 にしみわたつてい く。かさのさ し方や事

故 と下校 を待つ母 の気持 ちのかかわ りに 目を開いて、下校にかける塞分

たちの行動 を見直 している。

131 安全旗 をつ くる 1年の子 ども (活動 )

入学 して警 もない 1年の子 どもも上級生 といつ しよに集圏登校するふ

その上級生 たちのつか う安全旗や笛か ら思いつ移て、 1年生だけ曾分覇

下校 にも黄色い安全旗が役立つ と考えて 自分たちの手で製作する子 ども

が出てきた.こ こには、単 に安全旗 をもつのがか もしろいとい うのでな

く、安全旗のはたらきに躍を開いた子 どもが 自分たちの下校を安全 に tノ

ょうとする意欲 が見 られるのである。

総)1年 「 信号 と事故J(コ ング)

圏道 8号線を横断するところに信号がある.車が通 るときは 1◎ 0秒

く
゛
らいの轟機が あるのに、歩行者 の横断時間は 1,7秒 しかない。1争 ゃ子

-4-



どもは、 このことに理不尽 さを感 じ、信号は車のために基ると発表 した。

この考えに対 して他 の子 どもが発 言するなかで、信号が置かれるまえ、′

ここで横断 中の事故があつた ことを出 した。この発言が きつかけで、 8

号線 にかかる歩道橋 や地下通、信号のはた らなが見直 されは じめたも さ

きの子 どもも信号の時間の長短が、人や車の流れを甕 もつていることに

気づ く。 ここで、 17秒 の億号 を集懸でわたるには どうすれ́ば よいかが

海題 にな `る 。

(5)2年「 道 での心そび (と び出 し)」 (ロ ング)

一郎君の自義車乗 シのス ライ ドを見たらとで、 T発言「 か隣 りの人が

一郎君と思つて、みえ′なから一部君に偉か言つてあげて毅しい拳です。」

で二人バズが始まる。

Cl発言「 後ろ向いて白義草てのつていては交通事故にあいますよ。_J

C2発言「 あんたもスピー ドだしてのつてるやろ。J

C■ 発言「
´
ネんた もスピー ドだしてのつてるやろ6J

Cl発言「 あんたにおいつこうと幕つていそいでるのよ。なんたこそ前

をしつか シfユ てならかん よ。J

C2発鷲「 お義ついてくるで就ろ向梅てるのよ。J      L

Cl発言「―´― ‐一―。」

C2発言「 一 ― ―一 。‐J

Cl発 言「あ■、 もうどうかなりそ うや。」

Cl発言の「 あ一、 もうどうかなりそ うや。Jと い つことばは、二人が鼓

じ合つているうちに、だス「だんスライ ドの中の子 どもにな りきり、なんメか

もう難分が事故をかこしそ うになつていたたまれなくなつてきた結果 と思

わ彙″る。

-0~

ど・口　　　一ヽ一　　　ヽ́



3.シ ヨツキンダな N鷲卜
の事故

夏体み に、 自転車による
｀
とび感じ事故が発生 した。 1年√)N君が道 を横

断 しようとして高速の 自動車に衝突 して死亡 L′ た。一旦停止 をしなかつた

ことが原鰯 らしいが、交通安全指導 を実践 している本校に とつて、大 なな

シヨツクであつた。 N君の事故は家の近 くて起 きた ものだが、学校 と地域     ζ

とで見せ る子 どもの顔はちが うとい う。そ こには、たてまえと本音つ よう

なちがいがある。こういう事故から、私たちはいま実践している安全教育    奮

(パ ズ学習)の 姿勢に再検討を加えようとしている。

11

1,N君 の事故 を契機に、何 をどう変 えれば よいのか。

低学年のバズ (学 習バズ、登下校 バズな ど)と 実験化行動化 の開題 で、

そオ1_を 結ぶ学習内容や課題 をどう設定す るかの問題 をめ ぐつて。

2.確 かな指導 のためにカルテなどう生か‐-3哺
3ヽ

授業案にカルテで とられた子 どもをどう位置づけ、指導 するから問題 を  :

めく
｀
つて。

3"安全教 育にかける低学年のィヾズで、大事なもの (め ざす もの)|■何か。

安全教育 におけ るパズは、そのます安全生活に密着 していそ)。 登下校 な

どでは事故 につなが る切‐実な問題がそ こにある。 2人 バズから始
｀
まる低学

年0バ ズで、安全意識 をどう高めるかの問題 をめ ぐつて.           ま

｀
L__質二:叢茜重11■1]琶輩J

安全教育にかける1恭学年のバズなどう育てればよいのか。安全生活に結び

つ くためのパズのあり方 (バ ズの方法、課題、態度など)の 討論。問題提越

l,悪 に関連 して。

T6-



第 竜鵞機会爾バズ攀習研究轟会

学綾豊競 碁・ 毎:衰 み轟す豊繊 を な く募てい く盤徒指導

鐵路議
｀
立 曲鸞申学 i絞   道 上 晶 華

竃ゥ :ょ tみ 轟 i通 {攀賞テ…Tと 考珠署 諸}

最遭券青チ等の非.考予:ま ち鍵勢勢≧とも:二 億等命ザ嚢命傾向 Jこ 轟幕攀 とく:こ 養 争べ

きi費象 と等でまよ、安 子鋳非措俳急」曽"ぜ 轟拳鬱本毅ま北おもヽでも轟鋤社会の風`j雛
勢

卦 Jこ 轟轟亀ので :ま なしヽ幸 者を、 こ織よぅな現状鐘な中で華た母ず轟ろ子か。い

畢譲ヽろな要藝が考えられ ると思 うが≒
:そ 0幸ず教育j舌動 iこ 関係があると思われ

るもし織を轟 :ず 暑と次のようなことがいえ等で基尋歩奪

(靖 }菫 部無要藝

貧 教育 i二 、生徒ξこひ とつの警 を身義つけさせ、それを基盤 :こ 新 懇与ゝ難ノFや贅

質 を書 iゴ 毎てし、だしヽ となみであることを軽乳してい 基

貧 生j彗 母幸で体験する試舞 を象ゴ7ギ識 等越 え"褒 常ようと準なもヽず、難単 :義,麟

轟か も萎 岳曇そ母た轟 :二 、生徒 i■ ち :よ 訂イ可べ そ態 と童:ち 轟鳩t暮 強 さや気力

を欠議ゝでしま嗜FL暑

辟 数
｀
欝1舌難社ま11‐ナ為教師 とと,等 中轟覚 を喪先 導ゞ怒ヽ幕数緋が轟る場灘量の数

岬
'こ

i:ま れ生徒 :こ,警 び 移響を指導 機,な 争ヽ″(プ 墓のわか 希めましヽ教師J:こ な幸

たが守でしヽ機Aボ多しL幸

覺 教育堆奏で :ま 、生徒 鈴心理発達 を考慮す ることが必要であるの:こ 、指導命

設暫でこれ を無視 轟るし■重考磨1彗 ないで、結果萎≒:こ :重 放任轟よシこなりて

しヽらむ

や 教籍集菫が共通幸轟揮をもゃた1集 饗ず轟るとい 滲達帯感 を喪失 懇でもヽ機器

協議 ζダ¶導脅砕場・我議識するだ :ま で梅競後の教育活動 f二 :度 生か されていな

{貸}外 書]鋳蓄轟

券 富 命幸∫ね部 を績 区 fこ もち、大部分が商賞地域で あ拳鬱 鷲 じPて 、職業構成が

多岐 :こ 為た っで
｀
与ゝ るゎ

り 上着 藉性 `入、生 え披 き命人 々が少 しヽ参

な 経済的 に_上下
.勢

避 が大 きい。

参 外鍾二、が導ヽ な 等多 《混住 とで毎ヽ 幕。 と ≪∫こ戦後外 鐵人 とな準たノたや。

り か等で 1ユ 畿毅 覆か ら侍越境 通学者が多 く、もヽわ響 暮窮名葛校へ 吟進学率 が

高 く、墓鐘校 といわれて与ヽた ことが まだ消 えない。
て
｀
轟るむ



以上轟 :ず た要難が、学校壼雄 1二 曇昧 を失わ管、 1ま み出舞.生徒 をつ く等で読鐘措

難 :二走 わせて群 ると考え られ 轟。そ蓬ず、 これ ら侍要熱をひ とやひ と嗜取 り除 ≪

乳とが、数驚諸峰難勢条件 を整 亀鶴北と:こ な蜂ヾ轟4か と思かれ る◇

宣。現状携
~破

へ鍮取 畢組み (事究経過織概要》   ―‐  ‐

離鱗ヾふれた教育j舌動路総条書 を整 え"る 機種鋳方
'策 として |ま 戦:蒔 .ま 争なことが

爆t考え もれ 轟。

4:卜 教科内で考慮す 場こと

数料学習 (こ おむヽでは、教授方法 命改善 すなわら ―警授業 か 小難霧学

彗か  よい 多ことであ毛。

…警授業で 1よ 、大部分 の個 の特色 鐘無視 されて授業が進められてしく 場合

が多与≒簿 したが って、閥題解決のためξこよ与ゝ方策 と:よ 毎ヽしヽ難 懇ヽ拳握鋳特色

が豊:か され 機教を受方法が と等入姜把られな1ナ れそゴ、奉 む勢挙 とつ器豊 j捷
:ま 壺

き生 さとしでとないず島 4争 惨

ノ
1ヽ 集翻学奮ヾ :度 %轟 蒔鳶壽tか な り戦警ヾ きる分で 1ま なもヽだ玲うか鬱全員が

何か玲役割をもち、′発表 錯機後 をヽも囀ことがで き、 轟分 鈴時色を生か豪て

学習する 昔ゞ輔路曜:を 得 ることめぐて
｀
きみず轟ろう書愛こか ら イ霧:↓ 応 ti亀 豊

主性が弯ち、 1ま み出為ととを多少 とも隣 ぐことがで きるで轟ろ争ゃ鸞 蒔特

色涛ir発揮《・き、認 轟 られれば豊 黎壼 華となヂ亀生∫音を亀喘ず轟4争 拳 ここl■

郡攣解 i夫 £′群 とや鍛宵策が爵,轟 せ 為勢ヾ |ま ないだ恥争か癬

4為 数椰 ギ考慮すみ黒と
・
生縫:が導1鳶轟

‐
する数群紗卜活 :動 とれで 1ま 次券もの場貧ある。

生徒会

'議

難安全毅 ク予γ活動シ学級 j舌動参学校行事 ,野外活動ォ部活動

これ ら作j量難ず鐘鶴教科学習以上に 燿の特色を発揮する場 鐘多議ヽ と思わ

れ る鬱 また、教鉾主導型でな く、生徒ポ主体 とな喘て溝動 し、欄 を伸ぼす

機会・ず亀轟轟春 したが 幸で、 これ ら釣雛i考耕 霧趣動まま、学校生燿'議 らゝ|よ キ

轟 警せなりヽ指導 むす 轟母に適切 な場 としヽえ為ヾ轟藁争ゃそ命た轟縄 :ユ 豊

徒が,舌動 しゃすぃょうま黒数師が配慮 じて、撤儀オこなもなもヽま巻fこ 才旨導する

こと寿'tた しヽせ嗜ヾ轟恥導

本構 鋳現状を以上分見地か ら見直した場合、必ず しも適切 な教育活動がなされ

ず
《
口
い為とまれ えヽない0ず :ま なしヽか と還、う。教科学習では一斉授業が大部分ず轟り、

教科外抵動におしヽで iま 、
・
轟主性尊重勢名のもとfこ 指導の手が充分加 え″られてもヽ為

と iよ い 等ヽ難 しヽ攀 そ こか ら、気 妻 衰で 曲己 I弄難 路で きない鍾:難轟守考■動 を'す 轟生 徒 ざ

育ってもヽ幕よう:こ`思われ る書 これ たの生徒の行勢 :よ 、饉然 寺結果 として、機導や

臨障指二等働対象 となっで、行ヨ講撻ついで指導:し な:す ればな :い な くなゃイ等ヽ慈中根

気 よ く教育幡談 を くり返 懇で1正常 な学校生活がで 書、ままみ轟 させないま器i■ 軌通

修正 をしな 1‐夕ればならない導



48)穣苺導母考亀∫見

本崚だ聞係 め島幕補導組織 をみた場合、嬢難で轟ること(通 気づ く。

窯青 {>与課所属申補導七ンターの経鸞枝緊補導委員会

簿:      `ょ     毅外保導連鱗城繭支郡

鍵      上    轟鷲校区愛護育成協議会

轟鷺中学最 奮友会 (Ptt To AⅢ }補 導書i

自j会合繊幅 の社会を罐 暮くす る運動鉾青費等対策組織

難織亀  子ど亀を思 争 と等ヽ 学手と
♂
蛾糧織がつ くられ夕ようとしてい るが、

これ らす
・
べで

`こ

数師がかかわ るとすれば、本来命生徒指導 :こ 島で心時間が制

持 を受け碁よ争Jこ な幸、 どうして も手基ちができやす くなる拳 もりと舎理イ
=

移で単一組織 :こ す る必要があらと思 う舎また、i舌難内容 も教育的緩ヵ点 (尋 た↑

で、学校 =地域 (校菫}=家 庭  命三者が一つ玲次元で充実 した生徒指導滲t

な警il.拳 べ警だ と府、れ祟「る機補導が生徒指導の主 な内容でないことォ:よ い う妻

ず I》 なもヽ中 tバが恥%鷺導を必要 となドな亀″ヽ生徒指導砕充実を :ま か 辞た毎ヽ 4砕 ヾ

轟 る脅

纂争議題点 (餐題据起

'4:} 饉ム、寺壼簿言二録脅鷺I武 , 内専 {ま ど弗ようなも釣瀑・15聴果詢か。

(多 忙な:中で、数鉾が短時間ヾ多数みることがて
｀
警轟毒弗}

f2}生徒権互の議導合し`が齢黒を麦,げ 幕寺:よ 、ど砕よかな条件がみたされ年と

警か拳

方 1去 )場所 ,設定 脅時 閣 ナ所要 時 電 ,数締 母 かかオ》坤方

琳々継liこ 言犠舟な轟・望 す る間議

〔1}学習締美 〔テム ト成繊}に 最だわ 等、利道f的 な保護者や生徒織多等ヽ ととめ

で :よ 、メ
1ヽ 集団j舌動をどんなことか も出発 させ ると効果が轟拳か鸞

(2》 壼徒指導 iこ 季集理を構羅すること韓予翼極的 な数拿華勢考 えを おうすれば

積極的 :三 することがギ 書るか争 権雛轟砕共通理解 を求ど)暮 ため弗手だで]



算 /虞 藝 豊 彗 バ ズ 学 奮 義 究 集 合

ひと等手と寺器生徒〔難薫生徒}がもってし`暮葵
=角

を最大難

:こ 駆 し、鐘 ず警轟生徒を育てる:こ iよ どうすればよ与`か ―

兵簿 暴蛭 聾苺立 轟驚中学綾 =

多 根 妾 武

く華究テーマ参要旨≫

幸学校 :こ難聴学級が聞設されてから十余等になるが、この間 :こ難聴学織馬 大

き く変化 した としヽえ る。 それ iよ 、聴 力損失 鈴大 きな生徒 の入級 が増 えてい な と

か、薫覚障害だ iす で な く、言語、雉能 、情緒面 に障 害 鈴ある生徒 の入級 をみで

もい え るこ とで 轟 る。 こ0よ う:こ 多様化 した難 聴生徒 め指 導 を、 どん な方法 で

お参よ シ こすれ ば、ひ とりひ と 準鈴生徒 が もってい る育歌力 を最大限に伸 ば し、

自立・電
゛
萎 暮壺徒

`こ

奮 で るこ とが で き暮か ≧繰 苧こ とな研究す 暮こ と:よ 、ひ じよ

うに大規 なことだ と考 え られ る申

{研究経過の概要≫

:_本 校 鋳難聴学級 の 量標

1:う  生徒 塞身、 巻分 い も・
で議` 暮奮

=尭
や詩性を十分 鍾発揮 し、社 会 や学校生活

:こ よ 書よ く適応 して、豊 島ヽ な人 覇性 と撃 妻 移い人費爾ヽ係 を養 う。

ξ重]義 党 守言語 寿奮難力 を高 轟 るととも :こ 、障害 Iこ 基づ く種 を鋳不マ孝種な条件 を克

轟 導で 義義 を蔓翼 してい く人 :こ なる。

重.攀 撰達 成 勢た轟鍛基本方針

《:}豊 徒 蒔聴党 や重
~護

f■ つもヽで参特 性 や程度 および能 力、 その他 の条件 を通切

:=重整す る。

≪委 生徒 :重 奎異義学級 を もら、健聴 児 と全 く轟 じ環 境 鈴中ぜ学 習 をす る。 その

亀轟 :事二聴角幸薬 費 と纂 争轟 アデイ を と 等除 くため 侍手 だ でを十分 :こ す る。

電墓警 雲弯委 :i彗 響言語霧導 な褒霧唾:こ 行 な ら拳



藝〕 幾学懇糧任、保護者ならび i二難転学級撞任鈴密接な連 :‐iい :こ 度幸で指導の

充実を :よ かるo

3. 以上めような議導 と基本 i方針 のもと:こ 、

幸}権 入票の作成

生提燿菱参実態を:真 握するた率 =個人票を作成する参

(2に  親拳級制度命実施

7 鏡学議へ配置するiま 轟い、グループ

イ 無鐘命低与`生徒寺学力の選れがひど

鰊 聴覚機償

親学議での生i量 や学種硲課 1こ

〒イ ヤ レス万式  ~~… ………→  FMラ ジオ方式

43}聴 能静i練・ 言語指導 を員曜～金曜 の放課後 の第 7校時 :こ 行 な 争.

機}学 等協議会、難聴親 の会等 を定期的 に もつ。

≪問題援越≫

普通学校に難聴学級が誕生 してからンァ年 1こ なり、そ鋳撃 もひじよ弾こ多く

ならたが、妾だそや教育勢方法 :こ ついて |ま さまざまな考え方がなされ、もっと

も良与ヽ方法 としヽうもの :よ・曹ふ 怪れていない。本校 :こ おし`ても親学級需:度一つと

準ぁげてみで もかな 希
=着

してし`る事うtこ―みえるがこ遊ぶ ときなどす ぐに難聴

生徒だけかたまって遊 ,菫 t_キ ■、季学諄ではひ 秘よう:シ ]ヽ さな声 しかだ さないが

難聴学級で 1ま 大声で議すなど≒ ろヽいろな問題
'を

かかえてお等、この ような霊轟

をかかえなが ら今 まで述べたような方法 で暗中模索 している状態で轟るo

l.普通学校における難聴生徒の教育 |ま どうあるべ きかo

亀:}望 ましい交流 のあり方はどうあるべさか。

42)基礎学力 と進路保障の問題 考どのように解決すればよいかo

2,入 級基準 と二次的障害の問題 をどのよ うに解決すればよいか基

く特:こ討轟を希望する霊難≫

撫 導い交流の轟 り方 (こ つしヽで一一 人級基準 義進路爆簿 ≧関連づけて 一

本校 で 1ま 次 鍮方法 で行 な嗜で きた o

―  イ藝ヘ

い生徒は難聴学級で指導す る。
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